






要約:Wilson 病の早期発見のためのマス・スクリーニング方法および採血時期について検

討した。炉紙血中のセルロプラスミン(CP)の測定法として ELISA 法を使用したが,本法は再

現性が良く,患者と正常群とを明確に鑑別することが可能であった。また,新生児期から経

時的に血中 CP を追跡した結果,生後 12週以降であれば,本症のスクリーニングは可能と考

えられた。 


